



A Reading of Paradise Lost　（V） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　The aim of this paper is to describe Adam as he is perceived in everyday life. Adam 
is a proper noun and, at the same time, a common noun referring to man in general. 
Therefore, we identify him as our own self . The same is true with regard to the 
relationship between Adam and Eve. We cannot but surmise what they were before 
the Fall, from what we are now. Therefore, Adam and Eve closely resemble us. We 
can imagine whatever they had experienced as if it happened to us.
　On “the scale of nature”（V. 509）, man’s position is below that of angels and above 
that of animals. In Heaven, man’s body could be elevated to that of an angel, that is, 
his spiritual body. The ultimate form of love between Adam and Eve is to become 
“one flesh, one heart, one soul”（Ⅷ. 499）, neither influenced nor disturbed by mortal 
organs. However, we are far from this ideal condition, because we are bound and 
destined to die.
　In the last two books, Michael reveals what would happen to Adam and Eve after 
the banishment from the Garden. Adam is shocked at and laments the miserable death 
of people who have fallen prey to many types of diseases. Michael advises Adam to 
maintain temperance for a long life, and says, “Nor love thy life, nor hate; but what 
thou liv’st / Live well; how long or short permit to Heaven”（Ⅺ. 553-554）. Here we 
feel the poet’s own tenderness toward the reader. At the end of the epic, we are filled 
with joy at the vision of “New Heavens, new Earth, Ages of endless date / Founded in 















愛情に敗けているのではなく、最善のものをよしと見、よしと見たものを追い求めてい 、と弁明する。そして更にここで、愛が天に通じる道であり導きである、というのなら、天使 ち 愛し方は、眼差しだけでか、それとも光を交じり合わせてか、つまり間接的な接触か、それ も「直接的な接触（
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the scale of nature, V
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. 472 ） 」から生成発展、進化してきたものであるから、最後には人間も天使となること
ができる、というのである。そのときには、 「天使と同じ食事をしても、天使の食事が口に合わないとか、あまりに軽すぎると思うことはなくなるだろう。そのときお前の体は、このような肉体の糧から離れて、時が経つとともに浄化され、遂には尽く霊と り、翼が生えて天使のように空中高く飛翔 たり あるいは地上なり 天上の楽園
 
なり、好むがままに住むことができるようになる」 、ただしそれに 条件がある、 「常に従順であり、子として父
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我らキリストを信ずるものゝ上に神の新たな 創造の御業が始められつゝあるものと見る事を得。夫故に第七日安息の意味がキリストによりて成就せられし以上は旧約的意味の安息日は最早やその必要無きに至れ は当然である（ヘブル九・一〇） 」 。　
つまり、今も第七日にして、しかもこの第七日のうちに新天新地は創造され、 「それを照らす太陽も月も、必要









黒崎には偉大な先蹤があった。第七日について逸早く言及したのはアウグスティヌスであった。 『告白』の最後は、第七日をめぐる思索で結ばれている。六日間に造られたすべてのものは「はなはだ善く」 、いとも美しい秩序をなしているが、しかし、それぞれその定め 限界に到達すると、過ぎ去ってい









heaven of heavens 「諸天の天」ともいうべきもので、われわれが見上げている空と
は違う。これは天の使の住家──天の使がいるところであって、その性質は、天の使と同じ性質、同じ
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In that bright em
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を神の独り子と宣言し、王と定め、すべての天使に服従を誓わせた所謂キリスト高挙の日を第一日とし（第五巻） 、その結果起こる天の反乱（第六巻） 、反逆天使の追放を補う新しい天地と人間の創造（第七・八巻） 、反逆天使たちが神へ 復讐を謀 会議（第一・二 それに備える天上の集会と悪魔の地球へ 旅（第三・四巻） 、人間の誘惑と堕落（第九・十巻）という出来事を経て、人間が楽園を される日を、ファウラーは第三十三日と計算している（註釈本の序文） 。最終巻（第十 十二巻）の主題は、将来 起こるべき世界 救済である。　『失楽園』 は、 いわばこの三十三日間に起こった出来事を扱う作品である。天使や彼らが住む 「諸天の天」 も神によ
 












orld, another heaven, Ⅶ










































hat gave thee being, still shades thee and protects. 
























 in his care, 
Ⅸ. 318 ） 。
　
そんなアダムに業を煮やすイーヴは、こんな狭いところに閉じこめられ、ひとりでは身を守ることもできず、た






























reason also is choice, 







根負けして、一人でも警告をうけて警戒している方が 二人一緒にいてもお互いに任せ合って油断しているよりは安全だ、とお前が思うのならば行くがよい、 「みずからの意志でなければ、いてくれたって、いないのにも劣る（thy stay, not free, absents thee m
ore, 
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Sighing through all her w




















































 art thou lost! how
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 can l live w
ithout thee? 
Ⅸ. 908 ） 、たとえ神がもうひとり「別のイーブ（
annother E
ve, 




現に蛇もイーブもともに生きているし、神とて最高の被造物として造られた人間を滅ぼし、万物の創造をご破算 してセイタンに勝ち誇らせるようなこ はなさるまい、 も思う。こうしてアダムは ためらわず果実を食べた。大地は再び苦しみ、悶え ごとく奥底から震え慄き、自然もまた呻き声 あげた。空は
かき曇り、雷鳴をとどろかせて、人間に死をもたらす原罪が犯されたことに、悲しみの涙を流した。　　　　
…
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that first naked glory, 










































































e only, as the source and spring
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ペテロに言った言葉 ある。ペテロは一番弟子、やがて教会の築かれるべき礎石 イエスの 番身近かで、一番信頼する人物である。そのペテロをサタンと呼んだのである。それ 同じく、アダムはイーヴを蛇と すなわちサタンと呼んだのである。イエス対ペテロ、アダム対イーヴ 最悪最低 罵倒の対象が、最も近し 、最愛の、将来を託すべき人物であるとは
!
悔改めへの道程
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こういうふうに蛇 裁いておいてから、イーブに向かい、 「苦しみのうちに子供を産むことになる」 （一〇
194─
195）ことと、 「夫がお前を支配すること なる」 （一〇
196）ことを宣言する。
　




















































 he shall tread at last under our feet; …





























Ⅸ. 1058. ） 」であった。 「羞恥」が「上
着（
robe, 

















savage, i. e. like an inhabitant of the w
ood ） 」とさえ思う。しかし、さしあたり（
for the present, 






Ⅸ. 1101 ） 」の広くて滑らかな葉を縫いあわせて腰のまわりに巻くことであった。しかし、どんなに
工夫して縫いあわせても罪と羞恥を覆い隠すには、 「空しい覆
vain covering, 













Ⅹ. 221 ） 」を彼の「義の上着（
robe of righteousness, 
Ⅹ. 222 ） 」で包み、父なる神の眼から隠した
のである、という。　『失楽園』におけるこれらの記述は、もとより創世記第三章
21節「主なる神は、アダムと女に皮の衣を作って着












































vain and void, 




Ⅹ. 53 ） 」は「無罪放免（
acquittance, 


































 fully satisfied, and thee appease.
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が、太陽に代わる快い熱気を送ってくれた。それがヒントになってアダムは、 「屈折 て集った太陽光線を枯葉に受けて火を燃え上らせる」 （一〇
1070─
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 for m
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こうなれば
  contrition, contrite, repentance, penitent の該当箇所も引かなければならなくなる。
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 repentance.  1. T
he act of repenting or the state of being penitent;  sorrow
, regret, or contrition for past  
　
action or conduct ; an instance of this.
　　　
 penitent.  A
. 1. a. T
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ith serious purpose to am
end the sin or w
























































































the sociable Spirit, 
Ⅴ. 221 ） 」と
いわれたラファエルの「なん も打ち明けて話せるような親しみ易さはなく 威厳 あって凛とした厳しさをもつ（十一
234─
236） 」マイケル。神は彼に、 「罪深い夫婦、この聖からざる者たちを聖別された土地から容赦なく追放し、






















as not sincere, 




















he one just m
an alive, 
Ⅺ. 818 ） 」と認められたノア、 「信
仰の人」 （十二


































































 long or short, perm
it to H
eaven. ”　　　　
Ⅺ 553
_
554.
　
第十一・十二巻は超速で駆け抜けるように歴史を概観する。第十一巻の、このような天使とアダムの応答には、
詩人ミルトンその人の本音とやさしさを感じる。
58
道家弘一郎
　
創世記第五章
3節には、アダムは百三十歳にしてセトをもうけ、その八百年後、 「アダムは九百三十年生き、そ
して死んだ」とある。　
イーブの没年は分らない。イーヴが産んだセトの子孫から「セイタンの頭を砕き、その力を粉砕し、その両腕と
して猛威を揮っていた『罪』と『死』を亡ぼす」 （十二
430─
431）救い主が生まれ、 「新しい天と新しい地と、正義と
平和と愛とにもとづく永遠無窮の代々を起こし、歓喜と永遠の祝福の実りをもたらすことになる」 （十二
549─
551）の
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（了）
